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1.奥会津って会津のどこ?

会津といえば民謡｢会津磐梯山｣を思い出す方が多い

と思いますが,会津地方というのはこの磐梯山を東端と

して,福島県のほぼ西半分をさします.会津で一番大き

た街は,会津盆地の南部,白虎隊で有名た会津若松市で

す.南北に細長い会津盆地の北部には,最近ラｰメンで

有名にたった喜多方の街があります.

もともとr奥会津｣の名称は,会津盆地とその周辺部

を除いた会津地方南西部全体をさすようです(福島県,

1947).観光的には現在もこの広い範囲が奥会津と呼ばれ

ています.そのせいか地熱関係で｢奥会津地域｣と言う

と｢南会津地域とは違うの?｣ときかれることがありま

す.南会津地域(全国地熱資源総合調査)は広義のr奥会

津｣の南端から栃木県にまたがる地域です.一方,｢奥

会津地域｣(地熱開発促進調査)はずっと北の方で,会津盆

地のすぐ西側にある柳津町の西山温

泉周辺をいいます(第1図).どちら
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第1図奥会津地熱地域とその周辺.
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も新エネルギｰ総合開発機構(現在

は新エネルギｰ･産業技術総合開発機構,

略称NEDO)が実施した調査の名称

です(品田ほか,1987;NEDO,1985)･

さて,奥会津地域に入るルｰトは

鉄道なら只見線,車なら国道49号で

会津盆地西端にある会津坂下町から

会津盆地西縁の丘陵を越えて只見川

に出ます.ここで49号線から252号

線に入り,只見川を遡って奥会津へ

と入って行くと,すぐに｢虚空蔵さ

ん｣のある柳津の町があります.こ

れは日本三虚空蔵尊のひとつ円蔵寺

で,柳津はその門前町です.円蔵寺

前の只見川には天然記念物のウグイ

がいて,弘法大師が虚空蔵尊を彫っ

た切り暦が化けたものと伝えられま

す.

柳津には温泉がありますが,これ

は以前は町内南方の西山温泉から延

々13knユも引いてきていたもので

(福島県,1978),その間に冷めてしま

うので,自前のボｰリングが計画さ

れました.1978年に虚空蔵さんの裏

の駐車場の片隅で掘削したところ一

発で大当たりだったとかで,深度は

1)地質調査所地殻熱部

キｰワｰド:奥会津,地熱地域
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第2図

奥会津地域の風景(南東

側から見た想像図).

700m,温度は46℃てした.

柳津から奥の只見川沿いでは,国道の両脇に会津名産

｢桐｣の木がよく植えられていて,5月ともたれぼ一斉

に花が嘆きます.柳津町のとなり三島町では,ふるさと

創生よりずっと早くからr桐の里｣と銘打って町おこし

に取り組み,毎年5月下旬の日曜目には｢桐の星マラソ

ン｣を開催したりしています.

三島町の中心部の宮下から只見まで,只見川沿いには

点六と温泉があり,いずれも秘湯の趣深いところです.

国道沿いの早戸温泉はrつるの湯｣といい,鶴が温泉に

入っていたところから発見されたと伝えられます1早戸

温泉の対岸にある沼沢沼(湖)は径2㎞ほどの可愛いカ

ルデラ湖ですが,週末には湖岸にずらりと釣り人が並び

ます.

只見川とその支流沿いにある温泉は全般に塩分の多い

ものが主流です.昭和,さかいたど鉱床探査のボｰリン

グで出た温泉もあり,只見は鉱山の廃坑から湧いている

温泉です.只見川水系に多数ある温泉の中で,支流の滝

谷川流域に位置する西山温泉の周辺がこれからご紹介す

るr奥会津地熱地域｣です.

2.奥会津地域のプ回フィｰル

奥会津地熱地域はもとは大沼郡西山村でしたが,1955

年に河沼郡柳津町と合併して河沼郡柳津町西山地区とな

りました.そのため西山地区の分たけ柳津町がぽこっと

出っぱった形になっています.この西山地区の北半分と

三島町の一部を合わせて奥会津地熱地域と呼んでいま

す.

この地域は山に囲まれていますが比較的なだらかな地

形で,その北西部に独立峰の湯の岳(729血)があります.

湯の岳のすぐ東側に滝谷川がほぼ南から北へ流れ,これ

に沿ってメインストリｰト(県道柳津昭和線)があります.

この県道沿いと東側の山沿いに集落が点在しています､

この地域の集落は字名にr居平｣が多くみられますが,

1990年11月号

旧西山村内だげでたく只見川沿いにも分布していて,こ

の地方の平坦地集落の一般的名称のようです.森林基本

図ではその中に｢湯平｣と表記されたものがあったり湯

の岳がr猪の岳｣と表記されていたりしますが,実際湯

の岳の北西方の林道では道標にr猪岳林道｣と書かれて

いることから,｢い｣と｢ゆ｣の混用があることがうかが

われます.このあたりの人はおおらかで,例えば2万5

千分の1地形図r宮下｣昭和63年版では,それまで｢松

が下｣であった集落がr松ノ下｣と表記されているの

で,現地に行ってきいてみると｢ここは松が下ですか,

松ノ下ですか｣｢んだ,松ノ下だ｣｢松が下ではたいんで

すか｣｢んだ,松が下だ｣という具合でした.

さて,この地域の中心的集落は砂子原で,町役場の出

張所や郵便局,小中学校があります.このあたりは古い

伝統をよく残している所で,最近まで集落ごとに名字が

決まっており,他集落への嫁入りや婿入りの際は必ず行

った先の名字にたったそうですが,集落内で一番の旧家

だけが違う名字だったといいます.その中で砂子原だけ

は昔からいろいろた名字があったということです.また

砂子原にはrよろずや｣だとの店も多く,一軒の店でよ

ろずや兼自転車屋兼自動車修理屋だったりします.これ

らの集落問の道路も最近はよく整備され,冬でも除雪し

て車が通れるようにたっていますが,少し前までは雪が一

積もると歩く他だく,病人が出ると滝谷駅まで背負って

歩き,途中で亡くなることもあったという話です.

さてこの地域の主要産業といえぽやはり農業と林業で

す.農業は稲作と自給自足的野菜作,またタバコや椎茸

たどを栽培しています.椎茸は最近増えてきたそうで,

林間の遣沿いによく党かけます.またタバコは売れ行き

がよくないためアスパラガスなどに転換した畑も多いそ

うです.売れ行きがよくたいのは特!1産の桐の木も同様

で,値段が下がって採算が合わないため手入れをしてい

たい草ぼうぼうの桐畑もあります.余談ですが会津地方

では｢き｣の発音が｢ち｣に近いので,桐の木が｢ちり

のち｣に,桐畑はrちりぽたげ｣に改り,最初は何のこ�
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とかさっぱりわかりませんでした.林業

は杉の植林が主ですが,川沿いなどには

畦道のある杉林があって,以前は水田で

あった所を不便た場所だからか減反のせ

いか杉林にしてLまったものとみえま

す.

こういう所ですから山の幸は豊富で,

地元の人を雇って歩いていると山菜など

に詳しくなります.春の山菜は雪解げと

ともにコゴミ,ゼン々イだとカミ取れま

す.5月に入るとワラビ,ウド,ミズナ,

ウルイだとが出てくるので,ワラビ取り

の人によく出会います.ウルイというの

はギボウシの類で湿っぽい所に生えてい

るのですが,葉柄だけを食べるので,こ

の時期に水辺を歩くと時々葉っぱが捨て

てあります.夏には滝谷川で鮎を釣って

いる人によく会いますが,天然ものでは

なく養殖鮎を放流したものだそうです.

ところで西山温泉というのは,五畳敷

の集落から滝谷川へ下りた所が中心で,

以前は五畳敷温泉とも呼ばれていました

(中村ほか,1962).温泉宿6軒の他には何

も肢く,湯治場の趣を伝える秘湯です.

砂子原付近の滝谷川の岸にも源泉があっ

て,砂子原集落の共同利用で全戸に給湯

され,どの家でも毎日温泉に入れるわけ

ですが,1本の管から配湯されるため冬

場など何軒も同時に使うとr隣の家でた
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第3図奥会津地域の地質図および地質断面図(NEDO,1985を簡略化).枠線は促進

調査の範囲.

1:沼沢火砕流,2:砂子原層(泥岩･砂岩･礫岩),3:湯の岳流紋岩類(以

上第四紀),4:藤峠層(凝灰岩･礫岩),5:漆窪層および荻野層(凝灰岩類),

6:宮下泥岩,7:滝沢川層(凝灰岩類)(以上第三紀)･

地質ニュｰス435号�
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くさん使うからウチでは出が悪いんだべ｣なんてことに

たるそうです.砂子原の対岸にあたる滝谷川岸には神の

湯という露天風呂がありますが,宿も何もたいのに効能

が広く知られているらしく,県外から湯治に来る人もあ

れば,｢郡山市某｣と書かれた洗面器が置いてあって遠

方から定期的に来ているらしい人もあります.

3.地質と地熱の概要

ここではNEDO(1985)に基づいて地質を概観するこ

とにします(第3図).この地域ではいわゆるグリｰソタ

フを主とする第三系が大変に厚く,2000m級のボｰリン

グでも基盤岩(花嵩岩だと)カミ確認されていません.この

厚い第三系の上に第四紀前半の湖成層である砂子原層が

分布し,湯の岳流紋岩類が貫入しています.湯の岳流紋

岩類の年代測定値は20-50万年(K-Ar法および7イッショ

ン･トラック法)です.これらの上に,地熱地域の西方約

10㎞にある沼沢火山の噴出物がのっており,その年代

は5000年(ユ4C法)です.地熱地域はちょうど砂子原層

に覆われているところから,カルデラではたいかという

説もありますが,まだ証拠がなく決着のつかないまま現

在に至っています.

第4図には奥会津地域の地熱徴候と断層を示しました

が,これらの断層はリニアメント(沢筋)やこれに沿っ

た地熱徴候から推定され,後に奥会津地熱(株)のポｰ･リ

ングで確認されています.しかしこの地域の地熱徴候は

写真1

砂子原層.水平な泥の層が続く.

意外に地味で,期待Lて行くとがっかりします.たとえ

ば血の池沢の入口に行くと硫化水素臭はかなりあるので

すが,沢底から小さな泡がぽこぽこと出ているだけで温

度も低く,沢底の石に褐鉄鉱が付着Lて赤くなっている

ところから血の池沢というらしい,という程度のもので

す(それだけLっかりシｰルされている,とも考えられます).

温泉にしても温度は高いものの観光の目玉にたるほど盛

大に湧いている所はたく,地熱関係者の間では｢よくあ

んた徴候のたい所であてたたあ｣という声も聞かれま

す.

この地域では最初は黒鉱を目的とした探査が盛んに行

われていましたが,その後地熱地帯として注目され,地

熱開発基礎調査r西山｣,地熱開発促進調査r奥会津地

域｣カミ実施されました.その後調査は奥会津地熱(株)
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第4図奥会津地域の地熱徴候･断層とボｰリング位置･
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通産省(1973),日本地熱資源開発促進センタｰ(1978),NEDO(1985),新田ほか(1987),および奥会津地熱(株)のご好

意によるI1:温泉,2:噴気,3:変質帯,4:旧硫黄鉱山,51旧粘土鉱山,6:NEDOの調査井,7:OAGの調査井

(矢印は目標断層)｡
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第1表

奥会津地域の調査史

調査名�調査者�調査年度�内容�公表資料

ユ/o方図幅�福島県�1965-1968�地質�北村ほか(1968)

｢宮下｣����

広域調査�金属鉱物探鉱�1968�地質･変質�通商産業省11910〕

｢西会津地域｣�促進事業団��重力･地震�

広域調査�金属鉱物探鉱�1970-1972�地質･変質�通商産業省11972〕

｢東会津地域｣�促進事業団��重力･地震･磁気�通商産業省(1973)

���坑井1(地質)�

密調査�金属鉱業事業団�1972�坑井9(地質)�金属鉱業事業団(!913

｢東会津地域｣����

(宮下地区)����

地熱開発�地質調査所�1916�変質･放熱量�通商産業省11978〕

基礎調査�資源エネルギｰ庁��地化(編集)�

｢西山｣���電気�

�日本地熱資源開発�コ.9グf�坑井1(地質･検層)�日本地熱資源開発促進

�促進センタｰ���センタｰ11978)

地熱開発�新工不ルギｰ�1982-1983�地化(Hg,COユ)�新エ界ルギｰ総合開発

促進調査�総合聞発機構��地温･電気･電磁�機構11985〕

｢奥会津地域｣���坑井13(地質･検層�

���噴出還元･熱流量)�

一(企業化調査)�奥会津地熱(株)�ユ984一�地質･変質�新田ぼか11987)

���地温･電気･地震�

���地化(Hg,COコ,FP)�

���坑井(地質･検層･�

���噴出･還元･評価)�

(以下OAGと略称)に引継がれ,1989年までに24本に上

るボｰリングを含む本格的た調査が行なわれました(第

1表).OAGによる調査は現在も引続き行なわれていま

す.

地熱地帯として注目された理由は,70-90℃以上とい

う高温の温泉があることと,白色粘土化変質帯があり,

この粘土の採取場(第4図の旧粘土鉱山)でかたりの高温

を経験したと言われていることたどです.まず基礎調査

｢西山｣では五畳敷の旧硫黄鉱山の近くでポｰリングを

実施し,まあまあの温度とかたりの熱水変質を得まし

た.これを受けた促進調査では多方面からの探査を行う

とともに13本の坑井を掘削し,うち2本で噴出に成功し

ました.

促進調査でこの地域の地熱構造を最も端的に表わした

のは温度でした.五畳敷で掘削されたOA-3では,深度

150mあたりまでは一気に温度が上がって120℃位にたり

ますカミ,そのあとは頭打ちになります.これは坑井位置

カミ西山温泉に近いことから,100-200mの浅い場所に温

泉のリザｰバｰがあり,深部には高温のリザｰバｰがた

いことを示すと解釈されます.一方,血の池沢で掘削さ

れ噴出に成功したOA-4は地表から1300mまで直線的

に温度が上昇L,坑底で260℃とたります.このような

デｰタに基づいて作成した温度分布が第5図です.これ

までの調査結果から,この地域では温泉リザｰバｰは西

山温泉付近の浅部,大観模高温リザｰバｰは血の池沢か

ら猿倉沢中央部の深部と,はっきり分かれているものと

考えられています(第6図).

熱源については,地域内に湯の岳流紋岩類があるので

この活動と関連するものと考えるのが地理的には最も妥

当ですが,リザｰバｰが現在も高温(深部では300℃以上)

であるところから湯の岳流紋岩の年代ではちょっと古す

ぎるのではたいかという意見もあります.これに代わる

案は10㎞西の沼沢火山から地表に出ない枝がのびてき

ているというもので,年代から言えぼこちらの説が有力

です.いまのところ決め手はありません.

写真2昭和58年度に実施されたNEDOの調査井OA-4の噴出

試験.この成功が以後の調査の大きな足がかりとなっ

た.写真提供:地殻熱都金原啓司氏
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第6図奥会津地域の地熱系概念モデル(新田はか,1987)･

4.断層を狙えば百発百中?

OAGの調査は当初から先に推定された断層破砕帯を

タｰゲットとして行なわれました.地表調査では自然電

位,QMT,TDEM,フィンガｰプリント法で断層に規

制された構造が確認されています(新田ほか,1987;坂井,

1987).次にその断層の傾斜や変位の向きについては促進

調査のコア地質などから,NW-SE系の断層はNE落ち

の正断層,NE-SW系の断層はSE落ちの正断層,傾斜

は70-80度と予想して,上盤側から断層に向かって掘削

する方法で次々と当てていき,予想の正しかったことを

証明しました(第4図)｡血の池沢断層と北の沢断層で

は,深部で破砕帯を確認したあと浅部に向けて低角度の

傾斜掘りをして確認しています.

こうして確認された断層のうち,優勢たリザｰバｰが

あったのは深部で高温の予想された血の池沢断層と猿倉

沢断層でした.同じ区域の滝谷川断層は温度も噴出量も

今ひとつです.また1本の断層でも端から端までリザｰ

バｰになっているわげではたく,猿倉沢断層では真申あ

たりで掘削された坑井は優秀たのに,南東の端に近い坑

1990年11月号

012㎞

墨

辛

海抜二1200m準

第5図

奥会津地域の温度分布と断層･西

山温泉の位置｡

左･中:NEDO(1985)を簡略

化,右:新田ほか(1987)を簡略

化.断層位置は第4図を参照.

一･NE

耐

糊1岬

写真3

昭和63年度17Tプ回ダクツヨソ検層の模様｡圧力を

変えて温度,流量などを測定し生産特性を調べる.

蒸気を上げているのがサイレンサｰ,その左側こ3

つ並んでいるのがセパレｰタｰで,いずれも手前か

ら16T,11T,17Tのもの｡

写真提供:奥会津地熱(株)

井では噴出に至りませんでした.猿倉沢断層中央部の坑

井3tでは,掘削中に坑が勝手に曲がっていくと思った

らロッドがすぽっと落ちてしまい,やむたくそこで掘り

止めにしたそうで,地下1800mにそれだけの空間がある

(もちろん熱水や蒸気は詰まっている)ことを実証しました.

血の池沢断層の方は,図に実線で描いてある範囲(猿

倉沢断層にくらべて短い)は全面的に優勢なリ1:サｰバｰで

す.特に2tは小口径では日本新記録という噴出量があ

り,最初の噴出試験では口を開けただげでどんどん噴き

出し,止められたくたって大変だったそうで,関係者の

間では初めのお祓いのときにかける御神酒をけちったか

らだというもっぱらの醇であったということです.血の�
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写真4平成元年度9坑井一斉噴気試験(1989年12月21日撮影).

噴気は左から10T,15T･21T(重なって1本に見え

ている),6T,14T,22T,工1T+16丁十17Tで,9

坑井合計の蒸気量は毎時496.6トン.写真およびデｰタ

提供:奥会津地熱(株)

池沢断層は温度や物理探査結果からもっと南東方に続く

のではたいかと言われていて,1989年に3tの横から猿

倉沢断層を通過して血の池沢断層南東都を当てようとい

う坑井が掘削され,計画通りの位置で破砕帯に当たり噴

出に成功したそうです.

ところで生産井ばかりでは地熱開発はやっていけませ

ん.奥会津地域では最初のうち,血の池沢断層が優勢た

リザｰバｰたので猿倉沢断層を還元ゾｰンにしようと思

っていたら,猿倉沢断層でも次表と生産ゾｰンに当たっ

てしまったので,還元に困って一時はかたり優秀た生産

井を還元に転用するたどしていまLた.その後,北の沢

断層に掘った坑井が還元に適していることがわかりまし

たが,北の沢断層に還元するためには滝谷川を渡らたけ

ればたらず,配管工事が面倒にたります.そこで老沢断

層をタｰゲットにした結果,良好た還元ゾｰンが得られ

ました.もっとも老沢断層は西山温泉に近いので反対す

る温泉宿もあったようです.

地熱開発といえば普通は温泉組合の反対と国立公園の

規制がつきものです.この地域は国立公園でも国定公園

でもたいので(県立公園はありますが)開発規制はほとんど

ないという点で恵まれた条件にあります.また温泉宿は

1箇所に集まっていて,地熱開発域とは少し離れている

ので,温泉宿からの反対はあまりたく,関係者が大勢泊

まってくれるのでむしろ歓迎ムｰドです.地熱の調査開

発に伴って地元では,温泉宿にお客が増えたり,土建業

者に仕事が来たり,開発地に土地を持っている人には借

地料や杉の補償料が入ったり,持っていなくても日雇い

で賃金がもらえたり,というわげでげっこう活性化に役

立っています.もっとも借りている土地が畑の場合は,

借地期問が長びくと｢来年は小豆さ作んだから困るでね

っかよ｣なんてこともあるようです.

5.噴出試験の見学

1987年7月29目,幸運たことに16T(猿倉沢断層中央都

の坑井)の仮噴出試験に立ち合わせて頂くことができま

した.これは本当は28日の予定だったのですが,前年に

使った装置をそのまま使おうとLたらバルブの径が違う

ので装置が入らたくて1日延びるというオマケカミつきま

した.この装置というのはスワッピング(汲み上げ)をす

るもので,普通は地熱の坑井というのは開けただけでは

ダメで,汲み上げて勢いをつけてやらたいと噴出しない

ものなのだそうです.汲み上げたくても噴出した2tが

いかに優等生であったかがわかります.

同じサイトで前年に掘削した坑井のときには20回汲み

上げたので今回もそのくらいの回数だろうということ

で,11回目から見学させてもらいまLた.OAGの新

田社長カミじきじ･きに説明して下さったところでは,スワ

ッビングで汲み上げる原理というのはちょうど水鉄砲と

同じだということです.坑内から上カミってきた装置を見

るとたるほど水鉄砲のピストンによく似ていて,熱水に

つかっていたので湯気が立っています.このピストンは

ワイヤｰで吊され,ワイヤｰはやぐらの頂上の滑車を通

って地上のウインチで巻き戻しをします.水鉄砲ですか

らピストンの径は坑内径とほぼ同じはずで,これをぞろ

ぞろと坑内に下ろし,水面に着いたら一一気に引き上げる

ことで水位を上げます.一回下ろしてから引き上げるの

に数分かかります.その一回ごとに坑内水位を測ってト

ランシｰバｰで報告していますが,この水位が毎回着実

に上がってきます.通算15回目,引き上げと同時に熱水

が噴き上がり,r噴出か｣と思ったらすぐに止まってL

まいました.これを何度か繰り返したのち連続噴出に至

るということです.それから一回ごとに流出量がだんだ

ん増え,ついに20回目に止まらたくたりまLた.噴出成

功です.万歳三唱!をやっているうちに噴出流体をセパ

レｰタにまわしてしまうので,直上噴気の感激を味わっ

ている暇がありません(でも直上噴気を続けると噴出熱水で

現場が水浸しになります).そんたことにはおかまいたしに

噴出量はどんどん増えていき,それとともに音がすさま

じ｡くたって,隣で新田社長が何かどたっても聞こえませ

ん.もちろんサイレンサｰはちゃんと働いています.少

し離れて気水分離後の蒸気量メｰタｰを見ていると,み

るみるうちに上がって行き,間もなく毎時60トンを超え

てしまいました.これはやはり優秀た部類に入るそうで

す.
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写真516丁仮噴出試験(1987年7月29日)で連続噴出開始後

に分離された蒸気と熱水.左後方が蒸気,右手前が熱

水,右端はやぐらの一部.

このあたりで現場からは失礼しましたが,後で聞いた

ところでは,夕方まで噴出する予定だったのカミ,熱水プ

ｰルが一杯になってしまったので早めに打ち切り,蒸気

量は最高で毎時86トン,最終的には少し下がって毎時60

トンで安定ということでした.

熱(株)の方々,三井金属鉱業(株)の安達正畝氏にはいろ

いろとお世話にたったほか資料や写真放とを多数提供L

て頂きました.この場を借りて厚く御礼申しあげます.

6.おわりに

この地域に地熱発電所カミできるのはまだ数年先にたり

ますが,上に紹介したように優秀た生産井が多数確保さ

れており,｢五万五千キロワットはかたい,七万いけそ

うだ｣と順調に推移していることがすでに報道されてい

ます.開発に直接には関わっていたくても地熱関係者と

してはうれしいことです.

最後にたりましたが,新田富也社長をはじめ奥会津地
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